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堺英二郎)37-4,177
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基研研 究部員会議 ・運営委員会報告36-1,23

基研研 究部員会議 ・運営委員会報告36―6,413

基研研 究部員会議 ・運営委員会報告37-6,331

物性小委員 会

第11期 第6回 物性 小委員会議事録36-1,29

目 録 皿(研 究 会 報 告)

「形 の 物 理 学 」1980年11月10～12日

Vol.36No.1

「形の物理学」 小 川 泰

単位要素(分 子)の 形の相転移に及ぼす影響 中 野 藤 生

非晶質構造におけるパ ッキング問題 二 宮 敏 行

雪の結晶の形 小 林 禎 作

雪結晶の形についての理論的考察 黒 田 登志雄

金米糖の形態 戸 田 盛 和

樹枝状結晶及び絶縁破壊パターンにっいて 沢 田 康 次,本 庄 春 雄

河川の分岐について 徳 永 英 ¶二,柏 谷 健 二

血管の分岐の形態とその構築 戸 川 達 男

植物形のパイプ ・モデル理論 とその展開 大 畠 誠 一

生物体にみられる幾つかの空間分割 本 多 久 夫

なわば りの形 長谷川 政 美

二次元石けん泡の統計的 「形」の問題 種 村 正 美

集落,住 民の形態分析の手法について 原 広 司

ランダムな図形の物理的表現 森 肇

数理的にみた 「形」についての諸問題 樋 口 伊佐夫
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目録 皿

「磁性超電導体 の理論 的研究」

Vol。36No.1

強磁性超伝導体における有効交換相互作用 と表面および薄膜の特性 … 小 谷 章 雄

強磁性超伝導薄膜 高 橋 三 郎

反強磁性超伝導体の上部臨界磁場 小 山 富 男

異方性の強い超伝導体の共存問題 町 田 一 成

超伝導Pd耳 。系の同位元素効果 松 下 栄 子

強磁 酌超伝導体の相図およびスピン揺動 酒 井 治

超伝導微粒子薄膜の相転移 前 川 禎 通

磁性超伝導体RERh4B4の 磁気異方性 前 川 禎 通

「広 領 域 の 相 転 移 物 理 学 」1981年7月6～8日

Vol。37No.1

相転移のい くつ かの側面 鈴 木 増 雄

離散群格子 ゲージ模型 とMigdal近 似 井 町 昌 弘

ApproachestoConfmement米 谷 民 明

二次元古典ハイゼンベルク模型の低温 に於 ける振舞 岩 崎 洋 一

「場 の理論 における中心極限定理」仮 説 益 川 敏 英

interfaceの 理論 川 崎 恭 治

ス ピングラス と格子 ゲージ理論 西 森 秀 稔

2次 元多重sine-gordonモ デルの相転移 太 田 隆 夫

2次 元XY模 型の相転移 宮 下 精 二

Real-spaceRenormalizationGroup(RG)Approach

_Different屈Renormalization一 山 崎 義 武

動的 臨界現象 高 野 宏

「動 的 臨 界 現 象 の 研 究 」1981年6月24"-27日

Vol.37No .2

は じ め に 和 田 靖

Drumheadmodelofinterface川 崎 恭 治

Renormalizationgrouptheoryofasinglepolymerchainunderelongationalflow
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目録 皿

太 田 隆 夫,山 崎 和 子

生 体 膜 の 相 転 移 伊 豆 山 健 夫

1(UBO-TOYABEtheoryrevisitedbymuonsandstudyofdynamicsofspinglasses

山 崎 敏 光

ヘ リウ ム の ラ ム ダ 点 近 傍 に お け る輸 送 係 数 生 嶋 明

DynamicscalinginnormalandsuperfluidheliumRichardA.Ferrell

動 的 ス ケ ー リ ン グ則 か ら の は ず れ

一 液 体4Heの ラ ム ダ 点 近 傍 に お け る超 音 波 吸 収 の 場 合 一 三 宅 和 正

臨 界 点 近 傍 に あ る流 体 中 で の 高 周 波 音 波 伝 播 とモ ー ド結 合 理 論

志 波 康 博,川 崎 恭 治

臨 界 点 近 傍 で の 音 波 に 対 す る非 線 型 理 論 小 貫 明

Pseudo-criticaldynamicsinbinaryfluids原 田 義 文

3He -4He混 合 系 の 気 相 液 相 臨 界 点 近 傍 に 於 け る臨 界 揺 動

三 浦 裕 一,生 嶋 明,H.Meyer

臨界 多 重 散 乱 大 林 康 二,吹 野 陽 一,渡 部 三 雄

確 率 過 程 に お け る10ng-timetai1鈴 木 増 雄i

転 移 点 以 下 で のXYモ デ ル の 流 体 力 学 に つ い て

白 田 理 一 郎,三 宅 和 正,伊 藤 正 和,山 田 一 雄

RealspacerenormalizationgroupapproachtothekineticIsingmodel

高 野 宏

「液 体3Heの 新 し い 側 面 」1981年7月30日 ・-8月1日

Vo1.37Na2

液 体3Heに 於 け るFS藤 井 一 宏,生 嶋 明

輸 送 係 数 か らみ たFermiLiquidParameters永 井 克 彦,原 純 一 郎

液 体 ヘ リ ウ ム の 表 面 生 嶋 明,奥 田 雄 一

3H
e-4He混 合 液 上 の3He薄 膜 の 超 流 動 転 移 大 見 哲 巨

3H
e-4He混 合 液 中 の(3He)2分 子 形 成 とcooperpair(Review)・ … … ・ 三 宅 和 正

Nonlinearrelaxationoflongitudinalmagnetizationin3He-B

石 井 力,大 岩 幸 太 郎,片 山 硬

非線 型 ス ピ ン緩 和 過 程 の 統 計 力 学 理 論 宇 佐 川 利 幸
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目録 皿

3H
emAの 流体力学的特徴 芦 田 正 己

3He ―Aの 回転 平衡 におけるMermin -Ho構 造 の利点(コ メ ン ト)… … 永 井 克 彦

回転摂動下 のMemlin-Ho構 造 藤 田 利 光

円筒 中の超流動3Heの 流れ のあ る/-textureの 安定性 新 井 孝 昭

Heh副textureの 安 定性 海老沢 道

零音波の最近 の問題 海老沢 道

磁場中の3He―Bのcolloctivemodeに 対す るFermiliquid-collections

長谷川 泰 正,生 井沢 寛

「量 子 力 学 の 基 礎 に つ い て 」1980年12月9～11E

Vo1.37No.4

観測理論 の綜合報告 と問題整理 並 木 美喜雄

連続 な超選択則 について 荒 木 不二洋

交換関係 の拡張 山 田 一 夫

「隠れた変数」 の理論 の実験的判 定 町 田 茂

StateReductionを どう老 えるか?藤 原 出

SQUIDと 観測理論 中 嶋 貞 雄

コメン ト 柳 瀬 睦 男

「広 領 域 の 相 転 移 物 理 学 」1981年11月16～18匠

Vol.37Na6

相 転 移 の 統 計 力 学 鈴 木 増 雄

LatticeTheoryに お け る トポ ロ ジ カ ル な 励 起 岩 崎 洋 一

HeatKernalと 格 子 ゲv-一一ジ 理 論 米 山 博 志

Energy-MomentumDispersionofGlueballsandtheRestorationofLorents

Invariancei皿LatticeGaugeTheories木 村 信 行,宇 川 彰

Randomsurfacesの 数 とstring川 合 光

Roughening転 移 川 崎 恭 治

Finite-SizeScalingApProachtotheKineticlsingModel高 野 宏

Fluctuation.inducedfirst-ordertransitionsandsymmetry-breakmgfields・ 山 崎 義 武

弱 い ス ピ ン 異 方 性 を も つ 反 強 磁 体 の 場 の く り こ み 理 論 奥 通 敬
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目録W,V

フラス トレー シ ョンのあ る系 での相転移 宮 下 精 二

目 録W(講 義 ノ ― 卜,レ ビ ュ ー)

低次元磁 性体のス ピン相 関―中性子散乱実験 を中心 として―……36-4,217… …平川金四郎

水 の話37-1,1… …山本 常信

非線形波 動37-5,223… …戸 田 盛 和

目 録V(特 集 等)

国際会議報告 ・海外 だよ り他

USCIdyllWildWorkShop-「 超低温物理 の新 しい問題」 に参加 して

水 崎隆雄 ・大見哲巨37-2,77

谷ロシンポジ ウム(ア ンダー ソン局在)報 告記 吉岡大二郎37―3,163

特集 ・ひろば他

聞書 きに もとつ く物 性物理学史(3)勝 木 渥

本多の磁気理 論 と,わ が国におけるWeiss理 論 の受容 の過程V37―2,77

湯川先生 ・基研 ・物性一あ る私的な湯川先生追悼 の記 ……… 松 原 武 生37―2,75

修 士 論 文 紹 介

修士論文 アブス トラク ト(1980年 度)

京都大学理学部物理学科36―2,49

大阪大学基礎工学部36-2,61
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